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脂肪肝について
　脂肪肝とは中性脂肪が肝臓に蓄積する病気で、
肝臓に5％以上の脂肪が溜まった状態を指します。
　お酒の飲みすぎにより発症する「アルコール性脂
肪肝」に対し、食べ過ぎや運動不足など生活習慣の
乱れにより発症するのが「非アルコール性脂肪性肝
疾患（NAFLD）」です。どちらも長期に放置するこ

とで肝硬変や肝がんにつながってしまうこともあ
ります。
　肝臓は沈黙の臓器と言われており、脂肪肝が存
在していても自覚症状はありません。20歳の頃の
体重から10㎏以上増加している人は要注意です。
　行事ごとの多い12月ですが、食べ過ぎ・飲み過
ぎには気を付け、ご自身の肝臓を労りましょう。

村民みんなで「ハートがたくさんの村」をつくりましょう。　総務課 人権政策係　℡0967（67）1111

Vol.224ハートがたくさんの村づくり
差別のない、人への思いやりを大切にする、明るい南阿蘇村をつくりましょう。

　バリアフリーとは、多様な人が社会に参加する上での障壁（バリア）をなくすことです。多様な人たちのこ
とが考慮されていない社会は、心身機能に障がいがある人などにとってさまざまなバリアを生み出していま
す。障がいの有無にかかわらず、高齢になっても、どんな立場でも、安心して自由に生活をするために、建
物や交通機関などのバリアフリーだけでなく、一人一人が多様な人のことを思いやる「心のバリアフリー」を
広げましょう。

バリア「障壁」のない社会を目指して…

困っている人に気づくこと、声をかけることから始
まります
　意識上のバリアをなくすために大切なのが、一人
一人の「心のバリアフリー」です。心のバリアフリー
とは、バリアを感じている人の身になって考え、行
動を起こすことです。まず、自分の周りには、どの
ようなバリアを感じている人がいるか、どのような
バリアフリーの工夫があるかに目を向けてみましょ
う。
　例えば、次のような場面に出くわしたら、あなた
ならどうしますか？
•お店の前の段差で車いすの人が困っていた
•マタニティマークの人が目の前に立った
•優先席前に杖をもった高齢者が立っていた　
•エレベーターに並んでいたら後ろにベビーカー利
用者が待っていた

「◯◯しましょうか？」、「何かお困りでしょうか？」
　バリアがあって困っている人に気づいたときには、
「私が○○しましょうか？」などと声をかけてみま
しょう。
分からなければ、何ができるか「聞く」
　困っていそうだけれど、何に困っているのか分か
らない、またどんなことをすべきか分からないとい
う場合もあります。そのような場合には、「何かお
困りでしょうか？」「私ができることはあります
か？」などと「聞いて」みましょう。
　声かけを断られることもあるかもしれませんが、
がっかりすることはありません。自分でやりたい人
や自分でできる人もいますので、相手の気持ちを尊
重しましょう。
　一人一人が心のバリアフリーを実践することで、
バリアのない社会を広げていきましょう。

「心のバリアフリー」って？

出典：政府広報オンライン（https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201812/1.html）加工
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　この季節、暖房器具など火を使う機会がとても多くなります。併せて火災も増加傾向にあります。乾燥し
てくる季節ですので、火の取り扱いには十分に注意してください。

　この3つの他にもストーブなど冬場特有の火災が多くなっています。
火事の恐ろしさは、家や財産だけでなく、生命まで奪い去ること。
この言葉を忘れず残り少ない2024年もお気をつけてお過ごしください。
　最後に、火災・救急・救助・まずは『119』番通報をお願いします！ 119番通報されますと、あなたのいる
場所が確認しやすくなります。

令和5年（1月～12月）『火災原因』※全国統計
位 位 位

タバコ 焚火 コンロ

これから火災が多くなる季節です！

南阿蘇村農業みらい公社通信 Vol.28
　10月25～27日に東京ビッグサイトで開催さ
れたGOOD LIFE フェア 2024に出展しました。
　今回は農林水産省が全国の有機農業の取り組
みを紹介する目的で確保したブースの一つを使
わせていただく形で出展しています。
　GOOD LIFE フェアでは南阿蘇の米、ソバ、
エゴマ油やゴマ油などの展示や販売を行い、多
くの人に関心を持ってもらうことができました。
　このGOOD LIFE フェアはASIA DIVE EXPO 
JAPAN 2024やBIOFACH JAPAN 2024と同時
開催になっており、ほかの出展者も有機農産物
や環境に配慮した食品などを販売されており、
展示方法なども参考になるところが多くありま
した。
　このイベントには3日間で4万人を超える人の
来場があり、東京では環境や安全に配慮した食

品に関心を持つ人が多いことが改めて分かりま
した。
　名刺交換をした人とは今後もメールでの情報
提供などを行って、南阿蘇の農産物の販路拡大
につなげたいと思っています。
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